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.
普
通
、：
貴
族
か
ょ
る
邊
.村
の
放
：®

由

f

求
め
る
人
は
？
！̂

メ
を
れ
：を
.或
*

#̂
定
1
:
、
成

太

臣

の

政

略

に

；依

： 

る
‘
$
の
：

V

す
る
0
成
人
は
、
'こ
れ
を
：、
リ
シr

i

リ
ユ
|

じ
、
叉
他
の
人
；辕
、>

パ
十
：0

£

柳
ジ
ザ
其
.
1
求
：：§.せ
：ぬ 

Jo
b

.

成
程
、
$
0
政
策
：

贵
族
を
人
段
が
ら
引
離
し
、
こ
れ
を
王
廷
化
魅
^
^ウ̂
け
る
事
ほ
あ
ウ
た
；。
そ
し
て
，
こ 

のi:
5

r

未

だ

貴

族

が

：王
f
e
®
し

：

V

有

力

な

：

： 1

敵

國

の

警

in®
>0:..

て
.賴

ジ

な

千

：，

^

‘世
觸
；̂
教

て

は> 
特

別

：
の1
: 

.さ

.

.を
以
ウ
て
跪
'行
さ
れ，た

.
.

王
，*
:̂が
知
事
に
..發T®

"'

タ
質
：.間
®
... ̂

， .つ
：；

は
；

『

.あ

.前
：

Q
....

州
：.の
廣
族
.
.は
，、‘

N
k
.M

k

ま
ま
る
事
を
；.織
..

.:ぶ
成
、

彼
®
豫
を
®
^
、る
S
.

ざ
を
缠
ぶ
か
ざS

r
一

知
事
が
—

分
め
、州
め 

ン
第
二 H-

n
i

夢

.

(

：マ
S

じ 

蘇
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F
y

ラ
：

X
X
:

に
於
精
る
鹿
：̂

階
镑

 

察
ヤ
ニ
：豫

n
r
t
ŝ

塞

は

宮

中

の

敏
■

養

綠

す

る‘勤

：務i

も

、

單

雙.
百

姓

の

：伸
W

.
器

事

襄

む
.：-

i
u
:

云
：ふ
：返

答
.，

g

し
：れ

ビ
ず
る
な
ら
ぱ
、
：
そ
.の

答

：は
遲
だ
遺
W
な
®

持
を
.王
め
肩
上
：に
喚
起
,
.

3

辟
の
-ポ
あ
.る
。ド
银
じ
.、
.
こ
：ゆ
^

た
み
.
^
'ほ
甚
だ
不
敏
な
：
#
族
2
:を
、
.後
.；
は
：
、
' 

W舍
ほ
於
てtViIV

シ：：

スV

主

政

を

：
：守

爲

：：

旦

其

お.め<2̂
;

死

を

辭

さ

か
；
. 

CV

た

唯1

の

人

々

で

あ

CV

だ

。
.

：

V
>

ti

れ
貴
族
の
王
都
移
住
を
以‘C

V

て
、
.誰
彼
の
施
政
め
直
接
の
結
某
で
あ
る
ま
論
ボ
ぺ
き
で
は
：な
：い
：？ 

i
の
現
：
 

象

の

其

に

し

て

且

堂

要

因

は
> 
個
人
の
政
策
ぢ
存
す1

0

め
で
：ほ
なV

-

し
：て
：ポ

當

時

め

め

徐

ネ

し

セ

本

斷
 

の
進
行
に
箱
ず
る
も
0

ざ
見
る
ベ
さ
で
あ
る
。
換
言
ず
れ
；ぼ
ホ
央
集
權
國
家
め
確
を
他
が
漸
次
：.に
：貴

族

か

ら

ー

そ

の

； 

M

的
色
彩
を
發
取
し
-ね

結

架

：で

あ

各
.ツ

：
：.：
 

-

.

.今
貴
族
じ
ウ
ビ
て
云
う
ね
事
は
、
叉
等
し
く
、1..

般
化
赏
裕
な
地
主
、
換
言
ず
れ
ぱ
邊
辦
の
#

識

階

級

い

：て
，ネ 

適
用
す
る
事
が
出
来v

o
>

都
市集

®
-

の
傭
向
.ほ

遵

村

か

ら

富

み

且

聰

明

な

：
る

農

民

の

：
味

方

す

ら

奪

取

し

て

了

ジ

：
た

6 

即
ち
>
彼
等
ぱ
少
し
で
も
財
.産
が
出
来
る
ざ
、
：直
ち
-じ
：、
息
：
を
#

か

ら奪
：：

り

て

：
、
.：
市

み

送

々

、
.

®
ら

か

め

ざ

さ

：
や

； 

か
な
官
職
を
彼
；

Is：

買

；

5

與
へ
た
の
：で
あ
る
。

か
；ぐ
し
て
、
素
養
t

人

、

或

は

：
、

ィ

ギ

ジ

ス

人

を

し

て

.云

は

：
しK
.

ぱ
>
'

永
久，

ま̂

姓

の

：間

：

R
伍
し
、：：

彼
：等
ざ 

協
力
，

し
：：

て
生
活
し
得
る
神
の
如
き
入
々
S

へ
ば
、
殘
る
：所
"
敎
K

s

s

s

s:

c

\お
：？
：；

S

て

？

彼

等£
: 

て
.
⑩

權

階

級

ざ

甚

た

し

く

密

接

な

關

條

を

有

し

：て

居

な

か

ジ

た

な

；ら
ば
一
、
：
彼

：等

は

；；、

確

か

み

、
：
農

民

階

級

：
の

指

联

. 

ま

少

く

：
ぶ
，：：

.P

味

方

：ビ

な

る

寧

は

.可

能

セ

あ

ジ

た
.。
：|^
級

：
の§
:
:の
：殆

ん

ォ

す
^
.̂
,
.後

：.，来

じ

て

：

>
:
革

命

め

：辕

助

：寄
ビ
ー

5

.

S

.

:
-.:

得

騰

ミ

指

導
t

.

か

ぐ

の

如{

奪

ぱ

れ.
た

濃

民

像

第

T
1;-̂̂
:、；

敎

會

；
.を
#

!

^
れ
缺
一-

S
:

ざ
：を
；

得

か

於

；ゥ

ね

。

V
K

ォ：：：え
':

ぱ
、

：：‘ 

】

切
の
智
識
ざ
敎
會
を
奪
は
れ
た
邀
民
は
、
次
の
如
き
、
淑
旗
k

於

v̂
:

瓶

恢

す

れ

ば

："
ほ

ゃ

其

の

姿

を

我

ダ

の

滅

视 

秘
識
れ
出
す
事
が
出.來

る

云

ウ

，て
ぬ
る
。
日
く
フ
今
旧
の
菩
農
民
の
な
；ほ
未
開
.
な

頭

：腦

を

ぜ
： <
N、

過
朱
八
十
#

閩g

 

々
の
方
面
か
ら"
卯
ち
、
各
村
R
.
,設
货
さ
れ
た
小
學
救k
:

よ
A

、
：七
：年

間

の

兵

役

を

終

ん

V

歸

し

此

ま
i

、
：
驚 

<

.

ぺ
く
墙
大
し
た#

藉
、
新
開
、
道
路
、
：鐵
道
ブ
旅
行
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
交
通
機
闕
に
；よ

-
^
、ー

 

：
法

：入

さ

れ

た

«

念 

を
す
ベ
て
除
外
せ
よ
。
そ
し
て
小
村
；
親
子
代
々
籠
居
し
て
、

里
道
：ぁ
な
ぐ
，
新
跟

7̂

次

く〈

.旧

曜

の

說

敎

の

外

何 

等
の
.敎
#

を
受
け
ず
"

只
银
日
.
、
パ
シ
ミ
税
金
の
事
ぱ
，か
ク
氣
に
し
て
居
々
、：
憐
れ
な
于
於
タ
び
た
容
貌
を
し
て
、 

白
分
め
家
屋
を
：修
織
ら
や
う
ご
も
せ
ず
"

絕
え
ず
、
迫®

さ
れ
、.
猜
疑
的
：で"

い
は
ヶ
貧
纖
の.
な
め
：；

が
蹇 

縮
し
てa

な
や
う
ぶ
當
時
の
邀iS

を
想
起
せ
よ」
v
(
s
o
。

ャ
シ
グ
の
日
記.

は
，I

厘
々
"

彼

が

地

方

民

の

無

智

；
^
出
 

會
し
た
事
が
し
る
さ
れ
て
あ
る
。'

.
1

七
八
七
年
七
月
三
十
！
日
に
：は
次
の
如
く
誉
い
て
あ
：る

：
o「

余
は
.
今

日

：、

よ
：
S
I身
■

し

お

：
ク
ラ
シ
ス
•
人

の

商

人 

R

於
無
普
の
典
型
に
；遭
避
し
た
。
彼.は
；多
く
の
退
屈
な
厳
劣
な
質
間
に
よ
つ

V

余

を

惱

ま

し

ね..

彼
の
記
す
る
所
よ
る

*̂
、

彼

ぱ

ご

こ

の

國

の

も

の

だ

度

も

，四
度
も
開
か
れ
る
^

^

^

^
文
那
人
だ
ミ
答
へ
た. 

ち

商

人

は
、

‘ 

の
®

は
ざ
れ
.
猫
遠
い
：か
7 
€
開S

た
。1

1

百
义
f

ダ
；だ
左
ぢ
森W

、

彼

は

、

ニ

宵

リ

I

グ
、
オ
：ャ" 

そ
れ
は
遠%

ミ
Z

ろ
だ
を
あ
を
答f

た
W

O

又
、
成
る
ク
ラ
ン
ス
人
；！
^

熟

ね

ら

れ

て

、
、
；

イ
ギ
ジ
.：
ス

人

だ

だ

答

べ 

た
ヤ
ン
ク
は
.

其
の
ス
ラ
シ
ス
人"
^
次
の
如̂
2

會̂
話
を
し
て
ね
る
ら
；

「

ィ
ギ
タ
ネ
ー
；
^

は
木
が
あ̂
0
か」

「

少
し
あ
*
^

」

？ 

川
が
あ
る
か
S

少
し
も
な
い
れ
は
ほ
ん
ど
う
に
氣
の
赛
だ
：な
J

O

以
上
の1

1

ウ

；

の
瓶
話
ス
ラ

ダ
ス
人

供
ニ
±
~

!
卷

(
1
4
3

七
五)

！

セ
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
農
民
階
紙
：
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ま
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.
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.
供
十
二
欲.

g

.

D

せ

も

：る

か

を

；ま

：驚

a

て
：

る

もS

を

ろ

；
ぅ

を

；き

又

、

八

九

年

の

日

のs
i
t

 V

ヤ
ン
、
ダ
：
り

旧
§
|

ね

は

；
次

の

如

 

誉
か
れ
ボ
i

ベ
の
：，

^

厳
息
ザ
；
^
 

0ダ
：日
<

、/「

余ま
：：

を

こ 

ま

£

.

£

時
S

着
し
：た
。
：t

て
、
.ス
ラ
ン
ス
人
I

?

又
.
全
i

ほ
：l

i

e

i

s

あ

き
0

 

時

だ

，..新S

を
見
た
；

S

益

り

ね

。.
余

は

力
^

，

を

傑

し

：

H

赏

な

か
i

f

 

廣

§

の
数
直
が
あ
：
 

約
數
千
の
住
民
がf

 

'
o
.し
か
：ネ
、

f

I

ベ
さ.一

ゥ
の
新
f

き

o

-

-

-何
ん
s

ふ
：
i

チ

貧
I

、
；
及
知
識
青̂

の
厕
f

ベ
I

f

殆
ん
：ご
有
し2

き

o 

. 

r

^

.

i

i

l

.

1

S

.

 

t

 

l知
敏
の
，
 

普
及
の
？

旅
行
す
るI

れ
て
t

人
に
は
、
ク
ラ
ン

X

人
I

f

 

I

f
を
、
A

M

0

l

k

l

^

t

i

s

l

s

f

l

〕

。

，
. 

•
：. 

：
 

ベ

.
：

，
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：

.若
し

：： .

當
時
め
ス
ラ
シ
ス
の
村
落
れ
村
小
學
被

W

も
.
云

よ

ベ

ぷ

ネ

：
の
：が

存

し

て

居

：
ジ
：
お

な

；ら

ば

：、

我

が

！

な

旅
 

.行
者
：す

サ
1

ヤ
ン
グ
は
必
ず
こ
れ
を
熱
問
し
、
且
我
々
ち一I
:

學
校
に
於
け
.

#

薪
^
 

彼

ク 

.得
？

す
る
數
行.の
要
領
を
得
：
3

章
で
、
目
S

 

J

樣
；

5̂
#

残
し
セ
$

てV
.

れ
ぉ
f

あ
る
の
み

、
彼

を
 

t

.

£

:

s
て
®

の
記
t

.

我
.

S々

.

へ
，‘て
居
ら
ぬ
。
を

は

：
.一

S

、
ヤ：

ン
グ
の
S

S

時
：の
5

シ
1

 

於
て
U
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人
民
の
敎
育5

ふ
事
I

文
.同
f

t

た
か
ら
I

る
ぐ
I

I

:

の
I

I

を

^
 

S

祭
が
子
供
を
集
め
て.
、
彼
等
S

敎
間
答
を
晴
f

甘
ね
A

:

叉

信

仰

：：の
：
纂
i

s

ん

だ

ほ

す
f

な

さ
 

教

資

術

や
#

學
況
ん
ゃ
ス
ラ
ン
，

^

語
の
敎
接

#

全
ぐ
不
必：：

要
せ
：：義

て

廣i

。

.
1

宪

；

H
/

年
か
ら
九
：六#

A
.
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至
ズ
顧
か.
治

世

資

ま

ホ

お

レ

べ

ザ

ッ

料1
:

,
1
:

ま

み
f

的
※

ま

辕

数

奪

をI

ル
：ね
廣
恥
：な
レ
^

ッ

を
ぶ
一
ぐ
し
ね
が
、
货
行
ガ
が
伴
ぱ
ポ、’ 
t
れ
k

.

i
す
^
<
>齋
#

s

^

:

^

#が
s

ぼ
y
&
.れ
；た
の
：：
^
^
:ニ
ル
S

H

年
ル
#

た
あ
.ク
M 

た
タ
K

部
ク
？
ダ
ス
：
を

旅

行

ホ

る

入

々

は

；、

.
：I

八
七
跋
年
頃
じ
於
て
命
ハ

「

代
誉
人̂
^

^辆
^
^

「
通
每
；に'
.十

ず

，
ン
：
：
チ

ト

；
ム
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ビ
誉
い
な
廣
告
を
腐
々
目
離U

た
位
で
あ
り
た
。

か
く
の
如
く
、
、
不
宰
R
i

、

1
:

切
め
知
識
せ
指
導
，を
保
諫
か
ら
解
放
き
れv̂

:

居

た

ス

：，

ス
シ
：r<

;

の
：農

柯

ぱ

、

如

サ
 

に

多

ぐ

：
の

不

愉

快

さ

を

旅

行

者

化

與

.へ
た
事
で
あ
ろ
ぅ
か
。
ャ
ン
グ
は
、
®
々
、
其
不
快
を
毋
國
の
旅
行
：の
偷
朱
さ 

ざ
此
敝
し
て"

-
彼
‘の
日
記
；̂
し
お
> 

わ
を
？
彼
，̂
苦
め
件
.

1
CV

は
交
通
の
不
；懒
で
.あ
ね
た
。
又

1

ウ
は
#
舍
の 

不
傭
や
お
り
お
。 

/ 

:..  

.
.

.
‘

R
O
C
H
e
f
b
u
c
a
u
l
A

伯
及
彼
の
灰
人

L
a
z
o
w
s
k
r

に
從
ジ
て
、
ピ
レ
ネ

ま̂
タ
フ
ラ
シ
ス
全
土
を
横®
ず
る
：
 ̂

霞

上

ウ

た

：ャタ

傅
、
；0
.
1

の
町
は
づ
れ
がマ
^〜

ド
：シ&:.

を
，

比
タ
る
を
恰
も
、

.
砂
漠
の
：如.51;

咸 

の
あ
る
：の

is：

驚
虞
し
た
。カ
ポ
哑
の
間
ビ
、
我
々
は
1
臺

：
の

驛

馬

車

ハ

：
成

ほ

§
^
輸

馬

藤

；

1
£
:も

出

會

は

な

が

ウ

ね

：
。
：
た

.ジ 

T
1

臺

め

驛

傅

5
$

車

ざ

極<
僅

が

の

11

輸

縣

東

に

出

會

CV

た

ば

：
か

力

せ

あ

：一
る
タ

.
&れ
.は

：、
：
同

時

#

ぱP

ン
ド
シ
を
與
 々

が
W
發
じ
た
も
の
ご
し
て
出
會
ふ
だ
ら
ぅ

W
思
；： ii

れ
る
も
の
の
中
分®
：

4、 fc:7p

足
ら
ね
Q s： 3

里
が
如
对
に
富
ん
セ
ぬ 

る
'か
.，
ざ
れ‘濕
偉
大
なA
の
で
あ
：

K?.
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著
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も
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.
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ず
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。
國
家
め
想
徽 

ボ
要15?

の
 ̂

に
人
民
め
現
®
的
喪
ま
を
奪
.
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す
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れ
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得
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。
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得
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；
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；
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の
故
；
其W

荷 

酒
ど
隱
し
、
人
頭
桃
の
故
其
バ
ン
を
隱
し
れ
の
で
あ

C
V

て
、
若
し
ネ
饥
え
セ
ゐL

る
せ
：⑩
は
れ
な
け
れ
ば-
,彼

：.
は
ひ 

w
s
l̂
E

に
會
は
ミ
れ
る
：だ
ら
うV1

K

ふ
：の
で
あ
る。
' 

彼
が
私
枝
此
主
題
化
就
い
て
ま
ジ-^
举̂

信

^
^
私

に

決

し

て

消

え 

去
ら
ぬ
.
印
象
を
與
へ
た
。
そ
れ
：
^

^
彼
歡
の.
不

宰

な

人

々

を

苦

じ

め

た

凡

て

：：の
；困

齋

：に

#

:

む
て
>
:
"又
其
人
タ
の
膝
迫
者
に- 

對
し
て
ス
爾
來
、
私
の心

*
！
;̂

後
®

;

し

來

た

消

え

難
‘
5

檢
輕
の
贿
芽
で
あ
カ
；：
^

:

;
此
ガ
^
^
:、
，
其

括

計

は

良

か

C
V

 

た
が
彼
の
額
に.
汗

レ

て

得

た

：
パ

ン

を

食

ふ

I
t

を
敢
て
し
得
ホ
か
ウ
た
タ
り
し
が
も
彼
は
め
；周
f

:

取
卷S

;

て
ぬ
る
®

 

迫
の
制
に
給
も
て
減
ぴ
で
行
く
事
を
避
け
得
な
か
づ
た
の
，で
あ
る
ぺ

： .
®

は
：哀

れ

：む
も
共
一
ね
徵
旣
じ
、

且

野

蠻

な

S

次

桃
ま
の
飢
ざ
な
るI
錄

め
の
み
自
然
の
»

物
.

&

浪
奪
しV

 

Z
ゆ
美
；&
^

.

"轉
ゆ
蓮
：命
を
酸
举®

が

：ら

此

：の
.家

を

出
 

た
-
の
で
一
か
る

」

s

§

:

五
M

.
 . 

: 

- 

. 

：

-

要
之
、，：率
抱
强
；

S

1
部
.の
農
民
：̂
§跟
然
徵
税
人
執
遂

5̂̂
督
促
入
：©
:

た
あ
に
種
：子
を
蔣
，5
^
>
,

收

：稽

を

な

；
^

、

.働
さ
な
. 

が
&
食
網
じ
で
行
つ
た
の
で
あ
る
が
タ
其
苦
み
めS

-

お
ら
#
週

僅

，か

化

股

蓄

；

が

I

年
の
終
*
に̂

：
、

， 1:

枚
の 

銀

,

を

を

を

ざ

>

‘
，大
切
じ
彼
等
.の
財
を
が
ゆ
に
®
じ

之

C

わ
貯
♦
た
か
f
^
;
l
サ
；彼
等
：
剩
餘
ぢ
1
:
ゆ
：形
ぉ
ハif

 

ゥ
热
事
は
彼
等
に
ざ
ジ
て
、-
纖
ほ
银
を

「

後撒めほ；

で
最
も

#

®

ほ
： #

容

易
#
脇
®

®
:

サ

あ

：め.た
.
 ̂

ぅ

‘
を

レ

で

前

嫩

し

だ
,
さ

彼

等

のW
政

狀

態

か

ら

推

定

ず

れ

ば

，
、

彼

等

，
の

i
 
©

貯

餐

熊

力

ま

才

能

；
ど
：
は

®

け
®
で

k

i

s

s
 (

！ル
§

を

！

セ
ル
化
解
6 

?
シ
义
，
に
^
^
:
£
>
^

息
3

§̂
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一I;

セ

ル

れ

举vk

に
：於
燃ic*

震
敦 

黎
ホ
1
.
S 

ba

ぺ
.
$
か
の
ソ-
^
云

ネ

て.̂
:か

か
>1';ヵ：

.

然
か
ば
、
何
の
た
あ
ほ
：彼if

臉

蓄

し

た

：め

か
◊.っ

そ

れ

ポ

ま

®

〕

て
、
，
‘1

;
、；

特を
：：

お

地

赚

產

，

難

ず

さ
彼
等
：の
. 

§
統
的
欲
望
で
あ
う
た
：力
し
か
も
、
，當
時
の#

會
狀
鶴
は
齋
民
ゆ
か
め
如i31r

希
導
の
摩
成
お
助
成
せ
じ

：め

を
一

k
最
. 

も

適

し

居

ウ

ね

の
？>
あ

る：
。

-貴

族

階

：紙

の
#

次

的

貧

：を

れ

も

牧

2
:<

^

後

：

.

.
：
^
^
^
^
^
^
^ ̂一
 

.

.
、
/

自
ら
.土
地
を
跳
作
し
な
.
.い
.土
地
所
有
者
、
又
虫
地
じ
上
ゥ
ゼ
生
活
-
^
な
い
-
-̂
地̂
断
有
素
が
^
マ
其
土
地
か
ら
最
も
小
：
 

額6

利
#
し
か
引
出
さ
な

 ̂W
云
ふ
事
は一 .

の
.社
.會
的
白
然
法
則
で
あ
る
。
何
ん
を
な
れ
ぱ
自
ら
汪
し
て
勞
#

の
成
‘ 

果
お
樂
ま
ざ
る
も
の
は
齋
す
ざ
t
ろ
が
常
に
得
を
所
ょ
-

CN

遙

が

；に

あ

：
る

お

を

力

あ

る

。

然

當

時

：の

貴

族

： 

はS

に
早
ポ
富
の
職
取
で
は
な
ぐ
な
.ウ

：
S

 

C
V

た
の
で
あ
る
0:
:
:
彼
等
：の
：

a

事

は

？

彼

等

ね

：

v
m

て

毫

早

過

去

：
の

繁

黎
 

ビ
權
カ
の
，：

i

紀
念
碑
み
ず
ぎ
な
い1

2
H

<

な
城
郭
を
腐
々
修
縫
て
家
財
を
蕩
盡
サ
る
か
、
,
狩
獵
は
其
の
日
を
送
る
か 

又
は
其
以
外
！̂
し

：て

も

所

謂

貴

族

ら

し

い

生

活

を

送

る

事

の

，み

；
ポ

あ

：々

た

：

9
:

彼

等

め

當

生®
化
於
て
も
文
然
か
，

P

 

あ
ジ
た
：タ
.ん
ビ
へ
、
彼

が

大

#

族

：；で

あ

：ジ

，て

、

.

王
の
寵
遇
あ
で
.̂
ぐ̂
何
等
か
；の
英
ポ
な
利
綴
を
齋
ら
す
地
位
を
確
保
：
 

す
，る
ホ
幸
蓮
で
あ
ゥ
て
A
、
華
美
を
極
お
た
衣
服
を
け
豪
奢
な
生
活
を
試
み
、；
王
の
卓
で
：遊
戯
に
其
日
を
送
る
な 

ム
ぱ
ハ
必
らず

"
"

其
家
財
を
倾
け
る
善
：で
.あ
つ
た
.。
こ 

>
じ

於

、
自
已
の
資
産
が

I

切
の
彼
の
要
求
を
满
た
 ̂

足
ら
な
く
な
る
迄
化
縮
少
さ
れ
た
の
を
.發
見
し
た
大
小
の
貴
族
は
、一.；
败
等
の
0

^

の
：厥
産
め
.，

1

部
を
手
放
す
：決
心
を 

し

だ

？

實

ら

れ

る

も

，の

ど

し

て

市

場

；

^
出
る
も
の
は
紋
章
で
飾
ら
れ
、
風
見
を
：ウ
け
ね
：#

で
な
ゃ
し
て
、
^
の
®
圓

：
 

じ
横
‘

C
V

て
わ
た
土
地
の
小
片
で
あ
り
；
^

。

V

ゾ
ス
の
i
他
分
劇
賣
却
の
報K
接
し
だ
農
民
は
、
，
如

何

ょ.
:ミ
欲
：し
か;颜

お

：ル
ー
；冗

瓶

,
^
^
^
の

辦

へ.赴

：い
：
た
.事

で

あ

ら

一

ぅ
か
カ
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今

虫

地

を

買

は

ん

が

め

；！

^
あ
ら
ゆ
る
金
を
貯
へ
、
且
價
k
が
：ま
は
ぬ
藤
熱
心
な
裹
民
を
想
傲
し
て
見
；

5
5

へ
。
7C 

れ
を
S

は
ん
が
た
め
k
は
、
最
初
k
彼
め
隣
人
た
る
貴
族
；̂
あ
拂
.は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
ぁ
尙r
彼

は

ま

地

を

買
；： 

ジ

て
§

己

の

土

地

に

自

已

の

.種

を

藤.

3
^

、

自

己

の

心

血

を

法

ぎ

：か

け

た

.
0.
,:廣

太
な
宇
宙
の
：,

ŝ
:

のI

小
片
が
た
一
i

 

B.
 

の

所

有

物

で

あ

る

ふ

觀

念

：

t
r

彼
；
獨
立
ホ
充
分
の
誇
を
與
へ
だ
の
せ
あ
を
。(

i
:
ム

0

ト
ッ
：ク
ダ
ィ
V

ユ
は
土
地
：
 

じ
黯
す
る
'廣
民
の
傳
統
的
心
视
狀
態
を
評
し
て
,

土
；地
：獲

得

い

-ふ

J
:

觸
の
精
軸
錯
飢
が
1

階

滅

；
^

流

行

し

お

ミ
 

云

ウ
.

X
わ

る
.が(

S
1
セ)

農

段

：の

熱

胚

的

な

所

有

欲

は

マ

賞

際

M

土

地

貴

便

を

寶

價

以

上

せ

て

®
 cv

<
^

&
し 

い
。
こ
の
土
地
賣
買
即
ち
地
祖
賦
課
地
が
，所
有
奢
を
變

；へ
る
：每に

：、：：：

封
土
内
财
產
寶
震
桃

；

g

器d
s,.  e

t:v
e

lits
)

を
支
挪
.
： 

は
ね
ぱ
な
ら
な
か
ジ
な
が(

此
梳
は
フ
ラ
ン
ス
の
南
部
R
於

て

は

；
支

挪

は

；
れ

て

ぬ

な

か

CV

た

が

の

所

有

權

移

轉
 

桃
の
*
さ
も
の
で
あ
る
。
た
，ぐ

異

な

る

ろ

は

、
今
日
の
：所
有
權
夥
轉
棘
のM

家
め
ね
め
；̂
國
家
が
よ
ウ
て
承
聴
：
 

さ
れ
も
の
ヤ
あ
る
が
、.
Z

れ

は一

.切
の
桓
類
の
土
地
に
値
生
k
:
よ
セ
七M

主
れ
.せ
あ
ぜ
の
み
#
認

：
さ

れ

た

も

：
の

：
で 

あ

る)

.ベ

.キ

ン

ィ

の

贵

族

が

こ

の

桃

か

ら

躍

取

し

た

：
年

廣

觸

i
r
千

六

百

寓

に

；上
d;
:た

。

し

か

も

之

：
の

許

：算

は

：i

f
 

不
確
賞
な
樣
で
あ
る
が
奥
賞
で
あC

V

た
。て

±

地
購
入
の
結
果
は
分
綱
相
纖
ざ
相
俟
ジ
て
小
S

作
農
め
增
挪
ダ
な.0.

V

魂

れ

：た
：。
；
革

命

孰

纖

前

一
..I

千
年M

農
業
：
 

協
俞
は
邀
地
の
細
分
割.
^
嘆
じ
，て
ね.
る
0 

.又
同
ゼ
頃
、
テ
ユ
ダ
f

ネ

「

土

地

の

：分

割

ほ

：非

常

に

；

一

般

的
k

:な

ジ

れ 

の
で
>

.f

家
族
を
扶
助
す
る
に
％
ん
：ご
足
る
財
產
が
風
々
1
^
!入
或
は
六
人
2

#

供
©

間
が
を
劍
锋
れ
た0
.
:金

.等
よ
绝 

ジ

て；

農
業
の
み
で
は
自
一
已
を
扶
助
ず
る
事
は
不
可
能
じ
な
ウ
た

」

て
。
叉
ネ
ッ
力I

為
、
，こ
れ
；よ>CN

數
，每
後f
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ニ
セ
A
九
s

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
s

階
鼓 

镇-P-

ニ

號

七

n
地
ザ
_
有
者
の
數
が
其
大k

上
ウ
て
ぬ
る
事
を.觀
察
し
て
わ
る
。
ァ|

サ
I

®

ヤ
ン
グ
を
驚
か
し
た
のTp

t

の
出
地
，’湖
分 

の
狀
態
ど
小-SE

作
藤
の
數
の
英
大
さ
で
あ
ジ
た
。5

八
九
.

ig-R:

自
作
農
の
數
を
推
定
し
：
て
.、
彼
は

彼
等
の
f

る 

土
地
は
：全

國

の

三

分

の

達

ず

る

云

C
V

て
わ
る
。.

又
前
1.1者
以
外
じ
廣
民
の
^
;
の
±
地
所
有
を
助
成
し

;̂̂
尙

t

ウ
の
制
度
が
あ
ジ
た
。
を
れ
は
利
錄
折
半
#
作
^
^
庞 

で
あ
る
：。

ヤ
ン
グ
は1

七
八
七
ギ
五
月
三
十一

日
のrn

記
：k
、
こ
の
制
度
の
下
k
生
®
す
る
®iS

を
憐
ん
で
次
の
如 

ぐ
.

い
て
ぬ
る
。「

ッ
"
オ
ギ
ユ
、
フ
ラ
ンtv

の
著
述
家
の
所
謂
悲
慘
な
る
：ジ
"
オ
ギ
ユ
で
出
地
を
#
作
し
て
ゐ
：る
®
 

民
は
折
半
小
作
人
で
あ
る
。
即
ち
、
土
地；：̂

設
備
を
設
へ
る
能
力
を
も
た
ず
R 
土
地
：
借
入
れ
て
ぬ
る
人
々
で
あ
る
0 

地
主
は1：

▲
畜V

種

€

t

設
付
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
0 

/
C
し
て
> 
彼
ご
彼
の
小
作
人
は
生
鹿
物
を
分
配
す
る
。
貧 

乏
を
永
久
に
し
、
且
敎
育
を
除
外
ず
る
悲
慘
な
る
制
度
で
あ
る」

せ
®
!
!

1
0

.

が
、
彼
の
こ
の
觀
察
は
表
面
め
で
あ
つ 

た

ラ

-グ
ン
語
のM

e
d

ie
ta

riu
s

か
ら
生
れ
た
/

0
:

の
M

e
ta

y
a
g

e

は

、

フ

ラ

ン

ス

の

多

や

の

他

方

で

非

常

と

成
；？；̂

を 

得
た
の
で
あ
る
。
モ
地
所
有
者
が
無
償
で
出
地
を
提
供
し
、
農
夫
は
t

れ
ほ
必
要
な
る
努
働
を
與
へ
、
共
結
晶
は
雨 

者
S

等
に
分
酣
す
る
云
ふ
組
織
はI

見
甚
だ
複
雑
な
如
く
見
え
た
が
、.
こ
の
制
度
は
、
ヤ
シ
グ
の
觀
f

正
K
 

對
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
座
業
的
繁
榮
に
對
ず
る
重
大
な
る
要
素
に
數
>ん

ら

れ

ね

ば

な

ら

：な

か

C
V

た

。B
e
th

am
-
E

d
v
v
ard

s  

は

B
a

u
a

r
illa

rt

の

敦「L
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y
a
g
e

 

e
n

 

F
ra

n
c
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e
t  

so
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a
v
d
n
ir」

ょ

り

て,

れ

？̂
上

に

農

民

及

：
^
民

業

の

ゆ

態
を
改
良
し
た
も
の
は
な
：か
ウ
た
、「

货
際
、
共
同
耕
作
の
別
名
に
ず
ぎ
な
い
折
半
纖
業
：制
度
は
®
傭
努
働
者
か
ら
資 

本
家
：の
地
位
に
上
る
踏
石
を
形
成
し
て
ゐ
る」

^
0斷
定
し
て
ね
る

0(

§

九
.

〕

:
尤
も
前
述
し
た
所
の
ヤ
ン
グ
の
：說
即
ち
、

I

作

幾

の

所

有

地

が

圣

：國

の

S
分

のI 
k
m

す
る
で
あ
ら
う
：

ふ
推

览
k

は

異
論
が
-
^
i
^
る

0

今
舉
げ
た
べ*サ
ム

—

A

ド
ク

I

ダ

の如
は

、

ャ
ン

.グ
が
三
分
の1

V
J

斷

變
し

な

事

を

‘
以
 

ジ
て

、

非

常

に

精#

な

る

著

者

の

細

少

な

誤
！
！

の

中

の一

ウ

で

あ

る

V
J

論
じ
て
、
彼
自
身
は
四
分
：み
.I

ざ
推
定
し
て 

わ
る
.
f

i

l

l

s。
又
、
ト
ッ
ク
グ
ィ
ユ
の
如
き
は
二
分
の
 

一
k

計
上
し
て
わ
るS

5

)

其
の
何
れ
が
.
正
’

確
.な
計
算
で
あ 

る
か
は
こ
れ
を
結
論
の
所k

譲
るW

し
て
、
以
上
の
事
賞
か
ら
、
我
々.は
フ
ラ
ン
ス
；
於
，け
る
土
地
細
分
の
狀
態
が
、

ブ

ラ

ン

.舉
命
か
ら
直
接
に
發
す
る
も
のV

J

想

像

す

，
る

事

が

俗

'世

的

の®
,CV

た
一
見
解
で
'あ

る

ボ

ー

云

ふ

；
結

.諭

を

県

る

.
事
 

が
W

來
る
。 

.

若
し
、
±
地
の
漸
次
的
譲
渡
の
跡
を
求
め
て
歴
史
を
卿
る
；な
ら
、L

o
u

is
le

 

H
u

tiil

ッ

る

織

摩

の

：解

放

以

前

れ
 

ま
で
行
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
數
度
の
十
字
軍
、
' 特
；

ベ
グ
ナ
I

ダ
の
を
れ
ぱ
、.
.出
地
听
有
*
じC

V

い
て 

1

の
革
命
を
も
た
ら
し
だ
。
稼
々
の
齋
侈
ょ
つ
て
貧
画
；
な
ジ
た
®
主
は
、
助
齊
の
' 
プ
部
を
填
に
富
裕
な
プ
ル
ジ 

ア
ジ
I

や
衝
侶
じ
限
ら
ザ
、
又
彼
等
の
織
農
に
さ
へ
、
必
要
‘な
軟
傲
を
供
給
ず
る
e
云
よ
約
束
で
®

C
V

た
。
か
く
し 

て
"
多
く
の
貴
族
は
解
放
料
を
ミ
る
；Z
ご
；！̂
成
功
し
化
が
、
他
方
じ
其
#
襲
财
廣
お
朱
ヴ
た
。
自
由
な
邀
民
は
：少
し 

づ

、
彼
等
の
地
位
を
向
上
さ
す
事
を
考
へ
た
。
そ
し
て
、
：.彼
等
は
ア
.ン
，大
王
の
®
集
し
た
；

f:

四
八」

年
の
三
民
譲
き 

て
、
始
め
て
立
法
織
會
に
參
邮
す
る
#

を
得
て
居
ジ
た
み
を
我
々
：は
發
見
す
る
。
.一

故

ぱ

我

々

：
は

、
，
次
の
如
一
ぐ
云 

ふ
#

が
出
ま
る
。
茶
命
が
敎
會
財
廣
及
貴
族
の
僻
地
ゥ
多
數
を
市
場
k
持
出
す
系
段
で
あtv

.

お
.
の

は

眞

货

で

あ

る

が
 

際
は
、
旣
に
そ
れ
ら
の
土
地
が
他
人
の
手is：

終
り
て
居
ウ
な
事
を
公
.
^
認
めr

j

す
ぁ
の
k
す
ぎ
な
か
ウ
な
せ
。

但

し

我

々

は

f
t民
が
土
.地
を
得
る
.事
は
、
彼
.が
眞
賞
の
意
味
で
其
所
有
者
じ
な
.

.CV

ね
事
を
意
ま
す
る
义
の
で
な 

い
の
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
廣
。
☆
代
制
度
の
下
で
は
、
#
族
の
±
地
采
邑
地
を
貴
族
で
な
い
者is

®

却
又
は
諷

悠
ニ
十
二

一

卷

.(
！

凡
0
九〕

1

七
A
:九
年
の
フ
ラ
ン
ス
に.於
け
る
與
民
啤
級. 

か
十
i

s

七
.

nj

じ,.'



■I

第
二
十
二®
 

(
！

八1
0
〕

 

！ 

4
*

八
九#

の
ス
ラ
ン
：ス
に
於
け
る
鳥
民
：階
敦
 

够
i

s

 

セg
波
t

る
を
；

s
?
r

さ
れ
な
力
ウ
た0

顿
生
が
、
自
己
の
支
酣
庇
護
じ̂
ゐ
1
る
-
土
地
を
繁
黎せ

-
?

め
.
る
た
め
叉
、
其
：餅
作
を

助
長
す
る
た
め
じ
平
民
化
讓
渡.じ

お®

合
.
で
も
、
彼
：
は

其

士

视

の

上

k

依

然

：ざ
し
：：て

主
w

e

所
有
灌
と
を
保
有
し
て

居
ウ
た
。
故
に
.讓

受

人

地

の

所

有

者

.で
な
ぐ
、
地
®
を

支

：挪

ふ

保

持

者

R
ず
ざ
な
.かC

V

たI。

若

.
^
、
彼
が
之
を

他

順

次

；
讓
.ウ
て
行
く
な
ら
> 
地
粗
支
拂
の
義
務
.
^
す
る
者
；

ii、

値
主
、Ĵ
よ̂ 

0 
て
承
®

さ
れ
ト
2;斯
昔
池
\
^
b
あ

る
、
，
即
ち
地
®
は
撒
の
移
轉
じ
附
隨
レ
た

©
主

の

永

久

妝

收

入

で

あ
：： 0

:

た

か

、
し

か

も

の

地

租

れ

は

時

效

が

な
か
ウ
た
。
た<
 

へ’一 .
1

千
年
、
三
卞
年
或
はT

世
紀
.
の
間
れ
が
支
拂
は
れ
な
か
ジ
た
事

®

が

あ

ジ

て

は

：

常

之

を

要

求

し

、
旦
未
納
額
を
全
部
要
求
ず
る
權
利
さ
へ
有
し

9

居
づ
.
た
，
？

支

拂

ふ

；
べ

|

.

の

は

：
地

微

(

0
^
^
1
1
^

)

；
^

ぐ
ざ
ま
ら
な
い
。
其
以
外
に
十
分
の
一
视

(
l
e

 

d
r
o
i
t

 

d
e

 

t
e
r
r
a
g
e〕：

視
物
择c

h
a
m
p
o
n
o

が
；あ

，ジ
た
：々

地

®

は

定

額

の

年
賦
余

ホ
f

、
又

金

納

.の
も
の
で
あCV
た
の
ほ
反
し
ゼ
、
親
物
称
は
自
然
物

：の
年

賦

金

：
で

あ

々

、
.
又

牧

\

こ
比

例
す
る
も
の
で
あ
ジ
た
。
こ
の
此
例
ぱ
地
方
じ
よ
つ
て
異
ウ
て
居
ウ
た
が
、
時
：

W

し
や
は
收
穆
の
冗
分
の
I 

k達
す

る
ぐW

も
あ
う
た
。
そ
し
て
、
：ニ
ヤ
分
の.1

よ

々

少

い

事

ほ

決

レ

て

な

か

ウ

た

：。

現

物

视

ぱ

果

糖

の

收

穆

か

ら

先

取

さ
わ
る
時
に
はparci

を

ご

呼

ぱ

れ

、
葡
荀
圓
か
ら
先
取
.さ
れ
る
揚
合
に
は

carpot 

W:

呼
ば
れ
た
。
馬
餘
暮
の
如

く
が
良
が
が
結
ば
れ
た
時
代
に
未
知
の
も
の
を
除
い
て
は
、

1

切

の

土

地

生

.産

物

は

値

主

の

目

が

ら

逃

れ

る

事 

は

出

来

な.か

ウ

た

。

っ
故
に
、農
民
が
土
地
をI

貝
収C

V

て

自

作

幾

に

な

る

幕

は

.、

新

ら

し

く

桃
金
を
負
擔
ず
る
.事
を
意
味
し
，た
の
で
あ
る
’0 

取
R
日

傭

勞

働

，者

ビ

し

て

の

彼

な

.ら
ば
、
資
本W

し

て
は
其
腕
よ
外
k
#
し
な
い
か
ら
、
耽
金
も
從C

V

て
ねS

>
r1  

部

分

し

か

及
！

な̂

い
。
W
ち「

】

#
^
な
ぎ
所
で
ば
£
は
.会
ゅ
ぉ
當

:̂̂
權
利
を
先
ふ

，
；/
?
/
然
.む
、
.:今

や
彼
：は
所
有
着

で
あ

る'、
彼
0

身
の
貧
闺
.
の
S

度
を
極
め
て
.主
張
し
て
も
祖
桃
は
：嚴

然

し

て

彼

：の
上
：だ
®

せ
ら
れ
セ
力
8

し
や
皮
：
 

W

同
#

k

農

民

で

あ

ら

且「

こ
の
課
桃
制
度
の
た
めk
:
自
然
.

^

密
舟
者
れ
-CN、

歉
ざ
な
一
る*

敎
育
さ
れ
.

^」

彼
；の
：
 

隣
人
S

西
5

た
る
收
称
人
は
、t

の

財

摩

が

，ざ

れ

*

の

收

入

を

：齋

ら

す

か

を

よ

ぐ

知

g

て
居
う
：た
。
結
局
、
：
1

ぱ 

I

片
の
土
地
の
W

入
よ
う
て
愈
々
課
税
の
慘
酷
さ
を
痛
切k

戚
ぜ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ

V
o

マ

從

：
ウ

て

、

農

！
^
:
^
に

よ 

ウ
卞‘£

5

藏
さ
れ
た
货
幣
ぱ
、
精
々
新
ら
し
い±

地
>
^

」

購
入
す
る
た
め；
；
^
 

M

 

>
か
し
こ
に
利
用
さ
れ
化isi

止-
c
s、
.

經
營 

の
改
&

に
利
さ
れ
る
餘
裕
は
殆
ん%

レ
な
か
ウ
た
.

^

云
ウ
て
よ
かC

V

た
。
何
ん
ご
な
れ
ぱ
、
土
地
生
，産
の
改
良
は
、 

土
地
購
入
の
場
合
ぐ
同
様
に
、
其
結
果
、
即
時
ね
税
金
の
引
上
を
招
来
し
だ
か

A
i
v

で
わ
：を
。

；
-

.

:

'

遮
奥
、
多
數
の
農
民
が
白
作
農
化
し
た

N
/

の
事
賞
は.、
.當
時
の
盤
村
が
、
甚
だ
し

s
:̂

疲
弊
じ
て

居
0'.
.たV

は
云
へ
：
 

隅
々
ま
で
法
色
を
失

C
V

て
居
ウ
た
の
で
はな
ぐ
、
所
々
化
は
希
望
を
跟

l<V

を
！
を
時
て
彼
等
の
勢

1:̂

を

貯i

て
，居 

ウ
た
.银
を
示
すも
の
で
も
ね
た
ゃ
 

：
’
•
.

，

V .  

J
;

K

I
サ
？ 

•ヤ

シ

グ

は

一

七

八

：七

年

八

nxi

十11:

日

次

の

如

く

記K.
て

ね

る

：
。

r
ly

^
g

ijg
,:  

^

0

^

る
0
間
も
な 

く
ス
ラ
ン
ス
於
て
余
じ
ビ
ウ
て
殊
に
新
奇
な
狀
景
に
出
會
ジ
た
、
：も
し
て
合
は
.自
分
の
服
を
殆
も
ご
信
ポ
る
事
が
. 

出
事
な
か
り
た
。
立
；派
に
離
て
ら
れ
、
堅
0
な
樂
し
げ
#

多

齋

家

の

連

纖

マ

各

4

小
さ$

雇
を
#
ぢ

‘剪
除
ネ 

れ

た

垣

根

：
で

か

こ

ま

れ

"
多
ぐ
の
此
や
其
他
果
糖
，̂
有
：ち
、
•生
垣
ば
は
見
事
な
辦
が飛

び
： -

^
;;e

,

て
あ
か
、
若 

い
木is

l

は
所
有
主
の
至
-
^
盡

せ

る

心

：遺

； S

が

費

：や

し

て

育

V

ら
れ
.で
，居
り
た
0 

:

:人
4

は
；
^
！
^

^
 

M

子
を
か
ぶ
-̂
- 

1~*.

度
ス n

.

ッ
ト
.
.
.
ラ
.
.ン.ド
の
高
地
-.の
.住
民
；.の
樣
セ
，̂
:
る
：.

,.:::.v
.

.

.

.

.

.

.

.

:

ノ
バ
同
じ
く
+
三
日
k

は
、「

咋
日
の
偷
快
な
光
景
が
纖
.い
て
ね
：.る
。
有
産
者
が
多
い
'、：

農
家
：は
幸
福
の
あ
ら
ゆ
る
風
貌
：

供
二
十
！
S

 

(
一

八

ニ〕
一

七
八
九-
2^
の
フ
ラ
ン
ス
‘

に
於
か‘
も
廣
1

£̂
咎
後

第
十H

號

i



態

！

a

八
1

5

1

七
A

ん
年
かrv

ナi
v

み
に
於'
^>

6

尊
！

一!?

階
ホ 

取
ホI

I

败 

セ
ム
、

：

を
有
ウ
て
ゐ
る
0 

f
a

r
e

s

は
壁
で
脈
齋
へ
し
お
小
都
市
や
、
三

ウ

區

分

；さ

れ

☆

る
タ
：
ク
シ
ネ
ダ
機
業
が
贼 

cvV
>

ね
る
。

農

家

の

务

は

.見
事
：̂
窗
て
ら
れ
> 

整
然V

洲
取
ら
れ
た
齋
後
の
生
垣
れ
；

e

ぐ
ら
さ
れ
て
ね
る」

ざ

(

註
S
D
O 

.
- 

.

.
:

.

.:..

り

.‘

.
,
.:

か
く
の
か
ぐ
、
農
民
の
大
衆
が
隋
々
貧
.困
に
：陷
&
、
少
し
の
旱
魅
じ
も
食
物
：ゆ
不
足
；ざ
饥
傭
ミ
を
戚
じ
て
居
ゥ
た 

中

纖

分

裕

福

な

#

心
を
も
り
農
民
の
新
階
級
が
殊
に
：貴
族
隙
職
の
急
速
化
崩
壤
し
タ： >

,Q
:

タ
な
地
方
に
形
成
さ 

れ
ウ
、
あ
つ
た
事
®
;

成
る
重
要
性
を
與
へ
る/a

ざ
が
®
来
る
。
何
んW

.

な

れ

ぱ

：ゥ
、：
革

命

：

@
纖

レ

た

¥

>

若

じ

ぐ

は
 

其

！̂
雄

間

建

制
®
は
M

な

し

に

，：廢

止

さ

を

ぺ

ざ

事

灰

王

：黨

貴

族

；
の

士

地

：財

鹿

を

沒

收

：；̂

て
小
®
割

：に

分

け
 

て
賣
却
す
ぺ
さ
事
を
骤
跟
じ
主
張
し
た
も
の
は
，こ
れ
ら
の
裕
福
な
農
民
階
級
で
あ
ウ
た
し
,

又

1

七

九

ニ

一

年

；
^

以

前
 

追
出
さ
れ
た
貴
族
前
地
主
化
纖
し
：て
最7

^

辛
棘
だC

v

た
：.の
も
/

0

ゆ
階
紙
カ
あ
ゥ
か
ら
で
あ
を
。
當
時
車
命
の
接
：
® 

際
し
て
、
人
々
の
胸
k

希
望
を
灘
た
し
、
反
®
め精

： ®

ど
刺
戟
.じ
な
の
は
> 
賞
に
村
落
ほ
.於
：て
重
要
な
賞
在
性
を 

有
し
化M

の
農
民
を
通
に
ジ
、
て
あCV

だ
。「

1

七
七
四
依
；！̂
於
て
> 

ル
ィ
十
六
世
服
位
以
來
引
繊

5

て
叛
亂
が
墙 

加
し
た
の
：

S
、

こ
め
覺

S

の
譜
據
サ
あ
るjv

クJ1

•ホ
ト

..キ
ン
は
：敝
言
し
：て
ね
るO

C
&

西
so.

明
る
さ
t
暗
さ
、
進
步
ビ
停
业
の
ニ
®
蒸

は
+
八

撒

紀

宋

の

フ

ラ

ン

ス

の

梟

村

现

れ

た

奇

異

な

る

現

象

..で

も
 

た
。
然
し
、
.富
め
る
者
は
.常
k
少

數

で

あ

る

。

大

衆

は

依

然

、；
^
し

て

貧

し

附
記
本
章
を
律
め
る
殷
せ
組
し
た
が
、

と

、に云ふ寓ある意映は

-

稀贫者に郵

.

して相對的：

^

£

:

£んだざ

<

ふ意味

.
、換言すれば

>

 

粮生括に餘裕を得

-
て
土.
地
.

+?sJ.

所
ぜ
し
得
だ
程..の.
嚴
ほ..
.の...：摩
で.，あ.
.る.
.

0

 

,
.
.

四
.
.
.：.貧
ム
き
.
豊民

.. 

.

.

.

附

然
ら
ぱ
、
富
裕
か
ら
置
去
ふ
れ
た
多
數
の
農
民
は
询
何
な
.る
將
度
め
.在

，活

を

績

み

V
居
：.ジ
れ
^̂

こ
の
貧
困
は一

七
八
九
年
k

初
め
て
我

.々
の
注
ま
を
蔬
い
た
：間
題‘で
な
く
、
そ
れ
よ >

1

世
紀
も
以
前
、
年
代
的 

î
l
R

へ
ぱ
、
ル
イ
十14

世
、.
グ
イ
，十
六
世
の
時
代
に
迄
溯
る

N
m

が
出
來
る
事
赏
で
あ
つ
た
。

ラ
プ
ジ
エ
I

ダ
は

一

七
八
九
弗
よ
々一

世
紀
前
次
の
如
ぐ
述
べ
て
：ね

るn
g

牡
© i

糊
#

W
獸
が
こ
の
國
の
至 

る
ビ
こ
ろ
，
貝
ら
れ
る
。
黑
く
靑
ざ
め
て
：日
；

5
^

燒
け
、：

地
k
t
び
-̂ 

0
^"

何
物
に
も
打
®
ウ
颜
强
さ
を
以0
て
土 

地
を
掘
◊
緋
し
て
わ
る
。：.彼
等
は
言
葉
を
齋
す
るN

W

が
出
來
る
如
ぐ
®
は
：れ
、
眞直

：；̂
;

立
上
る
：ぜ
人
間
ら
レ
い
®
: 

ウ
さ
を
見
せ
るI

否

賞

際

の

ミ

こ

，ろ

人

間

で

あ

る

0
.

彼

等

は

他®
の

人

間

の

た

め

に

一

代

C
V

て
種
子
を
碟
&
、
餅
作
し 

收
轉
し
、
從
ウ
て
彼
の
播
.さ
し
パ
シ
^
不
足
せ
ざ
：る
資
格
を
持
り
.て
ね
る」

.ミ
。
然
る
：

の
間1|

十

五

气

彼
等
：
 

は
愈

料
に
缺
乏
し
群
を
な
し
て
死
ん
だ
。
タ
イ
ス
：

れ
ど
測
定
し
て
ぞ
全
：<
ロ

：
の

約

三

分

の

1

、.

ち
六k

n

萬
人 

が
條
信
> 
猫
乏
の
ホ
K
死
ん
だ
，

V

し
云
つ
.て
ぬ
る
位
で
あ
る
？ 

-
K
イ
ヌ
の
あ
げ
たN

/

の

數

.字

は

都

々

過

常

で

あ

る

か
 

し
れ
な
.

S
.

が
> 
こ

の

霞

邀

民

の

德

乏

め

甚

だ

し
.ホa

作

事

越

確

蕃

あ

る

。s
i
r
s
:
,
.

:.

:
1
.

七1
1

年
ス
ト
ラ
ス
ズ
IA

及
：シ
ャ
ン
.'チ
ヒ
イ
；
於
て
，：：

t
l、

其
浪
費
が
#
'

だ
し
：か

タ

た

の

ノ

グ

^
シ
デ
イ
k
於 

F

は
人
々
は
野
め
草
を
食
物
：ざ
し
て
居
ウ
た
。
サ
ン
•
シ
を
；ン
&
;

は
こ
れ
を
評
L
セ「

歐
洲
に
於
け
る
第J

の
王
は
、
一
 

た

あ

ら

ゆ

る
.狀
態
の4

3
#

ゆ
王V

な<=v、

又
王H

を

：默

然

さ

し

て

凡

て

：を

剝

#

さ

れ

た

魏

死

；
の

病

入

め

大

病

院

V

 

化
し
て
し
ま
は
ね
ぱ
備4<

な

玉

な

.

CN

得
な
'か
つ
お
.

J
:e

。

艾
け
成
人
择一

片
の
：

パ
： .

ン
生
の
一
食
卓
；

Is：

a

い
て「

陛
下 

よ
、
あ
な
た
の
人
民
が
0
下
食
料
ご
レ
て
わ
る
乂
ン
は
：こ
れ
で
‘御
座
い
ま
す
。私
；の
治
め
る
ル
ク
レ
イ
ヌ
の
部
で
は
、
 

人
：々
m

 

#以

上

苹

を

食

し

て

ぬ

ま

す

：
！
ざ

報

带

し

た

。

：.  „:  

.:  

>

集

二

十

き

卷P
A
1
1
1
1
〕

.
1
.

モ
八
九
年
の
：
フ
？
ン
ス
に
於

.
サ
る
！̂

階
教
 

免
十
二
.鎭
 

ね
七

ル



.

.

.

.

.

.

.

:... 
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

f
 

.

;

.

H

:

r

^

^

.
然
二
十s
'

 

一

丸
年
：の
：
ス
ラ

X
.
K
:

に
：於
みra

養
階
钱
て 

：
取

せ

ニ

終

サ

へ

-.

成
る
甸
敎
は
王
の
質
問is

l

答

へ

て
^

傭
セ
冗iJ

率
ど
は
人
々
が
羊
の
雜
く
草
を
：食
し
、
繩
0

如
く
は
死
ん
で
行 

ぐ
賴
で
あ
-̂
ま̂
す」

？̂
。
又
成
る
司
敎
は
其
#
簡C

1
:

七
：四
0
年

：
ク

：

レ
；，

ル

：
モ

シ

、

：： tv
.

チ

ラ

：
：
シ
，
の

®

敦f
:

一.マ

ッ

シ

：

 

> シ

の
 

フ

ル

ク

タ

ィ

宛

だ

於
： .

て

：次

の

如

く

：
述

べ

.て

：
ゐ’る
。
日
く
：

「

成
地
：方
め
入
廣
ゾ
寢
床
も
な
く
填具

，,P
.

な
く
、
M

s

.
 

る
べ
さ
策g

の
中
に
住
ん
ザ
s

o

次
參
數
め
者
は
、
半
★
年
の
間
、：k

等
ゆ
赠r

の
食
料
m
あ

：
る

所

の

：
大

I

:
.
は
 

C
谈

の
"ノ
ン

さ

：
へ

も

缺
S

て
ね
：る
。
そ
し
て
彼
等
自
身
及
其
拱
韻
のn

ょ
-
^
ま

を

収

ゥ

て

视

金

納

：
め

.
；
る 

事
を
傭
儀
ぶ
<
.

さ
れ
て
居
る
。
Z

の
悲
慘
な
る
狀
態
を
余
は
海
鎮
巡
.爛

に

騰

ル̂
2̂
^
る
：̂
す̂

を

：甚

だ

崔

痛

せ

ず

る

> 

我

々

の

植

民

她

の

黒

人

：：

^
は
、
こ
め
照
k
於
て
は
、
蕃
か
：；̂
格

福

な

生

：活

を

し

て

ぬ

る

：
。

阿

ん

V

な
れ
ぱ
働
さ
さ
；へ 

す
れ
ぱ̂
：彼
等
は4

^

の
妻
子
等
ビ
共
に
衣
食
を
充
て
が
は
れ
て
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
て
れ
k
反
し
て
、
.我
々
の
嚴
業
國 

內

、で

最

も

勤

勉

な

偕

級

：
は

.、

一 .

層

：
過

激

に®
命

勞

働

を

レ

て

：
わ

る

.
k:
拘
ら
ず
、：.
.彼
等
及
其
妻
子
等
め
パ
ン
.を
得
る 

#
が
出
水
ず
、
同
蹄
に
國
庫
補
助
金
を
支
拂
は
ね
ぱ
な
ら
ぬJ

:

て
c
f
六
V 

Mの
結
果
摩
#
れ
於
け
る
！
？

數
は
著
し 

<
減
退
.し
た
。
獨
身
の
男
女
は1

:

人
A
結
婚
を
せ
ず
又
結
婚
.
-
や
ぅ
S
K
ふ
意
®
す
.
^
時
‘お
な
か
ジ
れ
◊
結
婚
を
®
 

め
ら
れ
：た
時
k
、
.彼
等
は
.異
.ロ
同1

露

、
.白
分
等W

同
様
柴

幸
な
入
間

を

此

世

に送g

す

事

の

無

償

®
.
さ
を
赞
立 

て
た
。
腐
々
引
用
す
る
が
、
ャ
ン
グ
旅
行
記
か
も
常
時
ゆ
農
民
の
貧
窮
じ
圓
す
，る
，記
#
.

を
’

二
三
揭
げ
.て
見
ゃ
ぅ

「

女
は
彼
女
等
の
サ
の
た
あ
k
前
垂
の
ホ
；
雑
草
を
摘
ん
で
わ
る
。
こ
れ
は
力；

レ
I

な

来

'
;
^
轉

ぃ

て

余

が

觀

察

し

た
 

貧

闽

の

瞪

據

で

あ

る

」

.モ
ン
タ

チ

ィ

エ

の{報

屋
k
於

て

、

幾

人

か

の

不

W
漢
風
の
男
が
黑
バ
シ
を
險
ジ
て
ぬ
る
の
を
：見

た

。
其

容

貌

が

あ

f

 

s

i

l

l
 

人
旅
，のi

し
さ

.

.

.

.

.

.

 

• 

• 

•
•

か
-
^
:
寸
戴
を
®

び
て
ゐ
な
い
の
K
氣
が
ジ
ゃ
ビ
、

の
時
迄
ゼ
プ
.ト
ダ
な
：

W

を
携
f

し
や
ラ
ざ
ま
'夢

こ

も

®

ま 

な
か
つ
た
の
k
、
若
し
？

て

き

ら

ょ

か

S
.

の
？

S

 J

g

o

 
. 

: 

i

f

も
t

客
k
m
し
て
は
從
第
の
雄
な
こ
の
：檢
屋
の
主
人
は
辛
じ
て
：

の
た
め
に
溯
も
意
®
末
な
パ
ン
を
ま
て〜

た
。

(

粗
末
で
あ
り
た
が
黑
パ
ン
で
は
な
じ
。
I

然
し
、
I

、
卵
も
B

も
質
の
惡
い
f

 

5

。
余
の
f

 

I

穀
f

、
枯
草
|

4

も
な
い
。i

s

i

s

さ

か

き

の

：で
、

t

 l

s

^

x

共
1

5

ィ

ン
生-

V

の
余
の
四
-足
の
友
人
；：̂
こi

で
や
0
.
^
0 M

.

の
衣
人
は
有
難
か
ウ
て
險
ベ
た
が
、
宿
屋
の
主
人
ょ
，プ
ッ
^

 

云
り
.？
 

I

, 

.

.

.

. 

• 

......

，

，
タ
ハ
ン
へ
行
く

 

.

.資
民
が
货
際
れ
貧
し
い
姿
を
し
て
ぬ
る
。
小
供
等
'
は5

5
:ざ

：
.̂
;

振

腿

を

着

て

ゎ

を

：
出

來 

タ
*
H

i

な
姿
を
し
て
ぬ
る
の
で
？

さ☆

着
物
を
，

て
ぬ5

 

i

微
出
來
.
る
：位

で

：あ

：ジ

た

^

B
等
S

I

で
あ
る
。
六
七
才
の
美
し
い
小
女
か
棒
S

り
i

ん
で
居
I

,

そ

わ

彼

^
^

I

糖

の
®

S

衣

服

でi

む

で

き

た

。

I

^

U

^

I

#

 ̂

^

#

>
 

I

J

ぜ

人

の

貧

乏|

入
1

所
k

き

た

。
彼
女
は
時f

 

f

て
居
§

。
彼
女
の
理
由
を
聞
ぐ
ご̂
^

夫
は
ほ
4

一
 

片
の
土
地
.一

頭
の
平
、
及

一 :

頭
の
貧
f

處

し

か

持

ミ

.f

ぬ
|

!

人
t

虫
I

 

地
代
£

£

十
二
片
の
小
f

三
匹
の
鶴
を
、
又
も
i

人
の
I

s

J

ま

I

S

S

、：
 

！|

濕 

フ
ラ
ン
ど
を
支
别
S

ぱ
な
ら
ぬ
。
；其
上
®

い
タ
ィ
ユ
や
其
他
S

も
支
f

ね
.
I
ら
？

話
し
た
力
I

第
二
*
H

i
 (

1
<
5
1

セ
八
丸
S

フ
ラ
ン
に
：於
妙
る
襄
f

 

幣
i
l揉

t
 

-

..



■

饭
二
十！
s

 

(
一

八一

六〕
一

七
八
九
银
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
：

4
:
^
:も
廣1
^

階
後
；
 

弟
十
二
號
 

A

0

は
七
人
の
キ
供
を
持
：

C
N

て
©

り
.た
。
し
か
も
平
乳
は
ス
I

ズ

の

用

ひ
ら
れ
だ
，。。
.

.

.

.

•現
狂
人
々
は
こ

ル
欢 

貧
困
者
の
た
め
に
誰
れ
か
え
A

 5；

人
々
に
よ
ウ
て
何
事
が
な
さ
れ
る
ベ
き
で
あ
ウ
ぢ
t

嘯
し
て
：ぬ
る
。
；然
し
彼
女
は
；
 

誰
れ
が
ご
ぅ
し
れ
か
知
ら
な
か
ジ
た
。
然
し
、
軸
は
よ
ム

ン

い

も

の，
^

我
々
K
贈

ら

れ

る#

ら

ぅ

、
何
故
か
i

1
K

ふ 

k

タ

ィ

ユ

や

其

他

の

桃

が

欺

々

を

：腿

殺

し

り

 

>あ
る
-

^

ち

彼

女

は

遠

<
か
ら
見^̂

<̂
4

ハ
七
十
じ
も
思
は
れ 

た
が
-

—

彼
女
の
云
ふ
所
に
：よ
るV

セ

ウ
た一

一
十
A

オ
で
あ

C
V

ね

。
旅行し
家いィ
ギ？ス人フランスの
 

冗
姓
女
の
大
部
分
の
而
附
を
想
像
す
る
事
ぱ
岀
来
な
：K

そ

れ
は
"

1

見

：
し

：
て

、

/: 0
%
S
:

烈
；

P
S

勞
働
を
物
觀
ウ
て 

わ

る

力

彼

等

は
よ

§
も
は
げ
し
く
勞
働
す
る
ら
しi

.

0
を
し
：て
*
の

事

は

世

の

：中
K
新
1

い
：
郁

類

の

奴

織

を

生
 

み
出
す
以
上
に
悲
慘
な
勞
做
ヒ
結
合
し
て
、
巧
惟
ビ
女
性
ざ
の
容
貌S

'1

切
の
询
衡
を
破
艘
し
て
ゐ
る
0

こ
の
：

一 :j

王 

國
k
於
け
る
下
層
階
靓
の
樣
子
が
布
す
る
と
の
差
®
を

找

々

は

何

す

べ

さ

か

。
：；政
治
：へ
し

又
，ペ
ィ
.ラ
ッ
ク
を
通
り
.て
多
く
の
乞
食
に
出
會
う
た
.。；
ャ

シ

グ

は

日

の

地

方

：全
®

は
：娘
や
女
は
靴
成
：は
靴
下 

な
し
で
あ
る
。
農
夫
も
木

靴
V
J
はS

て
わ
な
い
。
國
家
繁
榮
の
土
臺
を
動
か
す
も
の
は
貧

困

で
あ
る
。
貧

民
間
の
大 

な
る
消
費
は
、
富
者
の
問
の
そ
れ
よ
々
も
よ
*
大̂
な
る
嚴
果
を
.有
し
て
わ
る
9

1

國
民
の
富
.！̂
其
循
環,

0

消
®
 

VR 

あ
る
。
故

蒋

や

羊

宅H

業
品
の
使
用
を
貧

民

が

避
サ
る
揚
合
はM

れ

を

第1

位
の
：®

ど
考
ヘ
ね
ぱ
，な
ら
ぬ
。
そ 

れ
は
余
じ
ァ
ィV

フ
ン
ド
の
貧
窮
を
思
；

5

起
さ
せ
た」

P
S
思

〉

臂
ら
ぱ
、
か
く
の
如
く
世
人
卿
知
の
喪
民
窮
追
の
事
賞
じ
働
し
て
、
政
府
は
何
等
施
ず
せ
こ
ろ
が
：な
か
り
セ
の
で 

f
ラ
か
，

r

し
云
ふ
k

、f

で
は
：な
かCN

た
の
で
あ
る
。
疑
も
な< 
,\

ィ

十

六

世

の

：
下

k
:於
け
る
政
⑩
は
幾
分
農
段 

セ
對
し
て
宽

4
<

で
あ
☆

た

うT

何

ん

：
ネ

ガ

れ

ば

マ

ト

ツ

え

：
ガ

：：

イ：，：

キ
9
云

ふ

於

瓶*
な̂

务

一

、
：
、

V

イ4-

六

化

の

：
治

®

は
ン

奮

王
m

k

择

5
,

て
，最

も

繁

祭

を

極

：め

ね

時

：代

セ

あ

ウ

た

か

ら

ホ

あ

を

-
,
;州
知
事
，^
州
f

嚴

I

し
め
在
計
輩
e

.
 

廣
腦
に
番
さ
、
道
路
雜
河
、
製
造
、
商

策

及

特

業k

注
意
を
：

S
i
s

だ
。
即
ち
"
困
網
の
中
の
纖
を
助
け
る
力 

で
：は

滿

足

せ

ず

H

.

彼
-
等
k

忠

與

，
へ
.

、

時

ポ

し

て

t
r

 

®

制的
：；

彼

等

；；
！

^

富

裕

に

：な

る

：
方

法

を

敎

‘
え

や

う

ざ

ず
 

る
ホ
夾
政
府
め
意
を
體
し
た
地
，方
長
；
ぱ
、

關
ず
る
小
#

子

を

分

邮

し

マ

農

講

協

會

を

#

て
；、

獎

卿

金

を

ぶ 

し
：、

種

子

：や

栗

の

、分

：配

i
s：

於

て

は

非

常

な

：る

注

意

を

以

：

C
V
:

て

行
.

C
V

ね

。

そ
し

て

：
同

時

め

：
法

雄

の

黄

酷

さ

も

：マ

#

 

適

用

傳

ジ.
て

は

、.頗

る

改{
が

加

へ

：
ら

れ

ね

©

で

あ

る

：。

し
S

衣‘：
へ
ば、
^
^
^
^
^
^

ぜ
ら
れ
た。
.が
、
を
れ
：
.で
.も
尙
，、：

 

：束
縛
：は#
際
K
廣
民
0
ー
耐
冬I
:
以
▲

や
あ
：ウ
ね̂
^
^
^
^ ̂

’
 

:
.

要

之

、

：

^
部

が

に

人

V
=

識V

立
揚
力
ら
.統

治

者

か

農

：

S
を
救
濟
'.せ

ん

：
ざ

し

、

彼

等

；
！̂
:
同

情

を

抱

い

た
 

事
は
事
赏
で
あ
る
が
、
賞
際
に
は
，
必
要
ざ
習
慎
せ
が
,
彼

等

を

：し

依

然

ざ

し

て

-タ
：
シ
：
ユ

：：

ダ

キ

！

の

格

言

を

邀

ギ
 

す

さ

事.
^
忘
れ
さ
甘
な
か
ウ
な
0

で
.あ

る

..。
々

 

.

：

ブ

シ：：

チ
タ
ユ1
が

其
®
治

恥
i

f

レ

た

も

の

は

「

若

：レ

1
2

U

が
®

f

於

®

I

I
ぱ

彼

等

を

：合
法
的
な
束
轉 

制
限
ね
中
k
統
御
す
.
§

は
M
.
S
で
あ
ら
う」

W

ニ K

ふ
のP

あ
る
？

=
.換
言
す
れ
ば>

lg
2

s

ほ
崩
®
:

を
云
ふ
刺
戟
在
.，
で
. 

は
：糊
か
な
レ

.
：
，

を

は

：；
来̂4：?

が
で
あ
る
。
彼
は
耕
作
し
な
い
で
暮
しP

行
け
た
な
ら
ぱ
働
か
う
ど
は
レ
な
い
だ
ら 

お

翁

窮

は

^
配̂
者
に
ざ
ウ
て
愈
情
k
對
ず
：る
哺T

.

の

；
安

全

：
の
、
安

i
:
で

あ

；
る£
K
.

ふ擧說が

：
、
f

t

i

n

 

じ
廣

<
 
承
I

れて，

f

f
:

のみ樣：であ
つ
巧
旣
述
し
ね
：
如

ン

；グが、

.か
ぐ
^

政
府
i
^
歸
す
べ
>JVで
あ
る 
を
觀
察
.：J
お
の
は
：̂
.
l、
k

域
由
が
拿
る
も
の
で
あ
る
o
ズ
ル
タ
-
-!!

テ
の
！
 

m

は
缺
を

て
又.次
.
の
i

s

w

坪

の

；
V

簾

を

發

せ.

め

が

。0

く

主

義

の

：卿

は

だ

さ

格

言

V

顧

雄

#

寒

の

同

棒

に

®
:
ふ 

I

十
I

 

(

K

5

 

!
.七
：八
九
f

:

フ
ラ
ン
ス
に
：於
け
る
嚴
§

.
辨

.

：

、

一



レ:.:

■
Ii

第
二
十
二I

翁

(
！

八1
^
0

 

!

七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
サ
る
農
ほ
嘴
极 

第
十
二
號 

A
U

ぺ
さ
僻
見
の
お
め
、
勤
勉
で
あ
る
べ
さ
幾
百
萬
の
人
が
怠
情
：

V
j

な
.

PV

飢
え
て
居
る
：の
を
見
て
、
主
、
大121、〉

パ
1

ダ 

t

 

X

及
.國
家
は
、
彼
等
の
僻
見
k

何
ん
-
答
ふ
る
か
八

y

一

ャ
シ
グ
と
相
並
ん
で
®

其

非

を

：道

破

し

て

居

C
V

た
人
の
中
め1

人
は
：モ
シ
ネ
ス
ネ
ュ
I

で
あ
る
。
彼
は
云
.̂「

人 

は
人
民
を
勤
勉
な
ら
し
め
る
爲
；
は
重5

負
廣
が
必
要
で
あ
る
ざ
論
決
し
お
。
然
し
"

う
じ
た
A
術
を
課
し
て
‘：

a

 

な
ら
ぬV

論
決
す
る
方
が
正
し
s
o

「

自
然
は
人
間
に
.騎
し
て
公
正
：：で
あ
る
。
彼
女
は
人
間
の
勞
力
：
k
膚
じ
て
報
償
を
與
；

：：

へ
る
◊
彼
女
は
人
时
を
動
；勉
ケ 

ら
し
め
る
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
女
は
よ
大
な
る
勞
働
じ
：
よ
’夕

天

あ

る

報̂

與

へ

み

，
^
ら
0
若

し

恣

意

的

權

力

： 

が

人

間

か

ら

421

然

の

報

償

を

海

ふ

な

ら

：ば

.、
人

は

.勞

働

が

雄

ひ

；
！
な̂
-

OV、

無
爲
が
唯
！
の
幸
福
の
樣
k
思
は
れ
る
。

「

國
家
め
富
‘の
結
架
は
、：
す
べ
，て
の
人
心
R
贵IT

の
志
；を
與
.，へ
"
貧

腐

：の

結

来

は

：そ

絕

望

を

生

#
:
じ
.め
る
タ
前 

者
は
勞
働
R
よ
ウ
て
刺
戟
さ
れ
、
後
者
は
愈
情
け
よ
ウ
て
®
あ
ら
れ
：る」

ミ
®

a
A
y 

.

、
デ
ィ
キ
ン
ス
の
麗
箱
は
こ
れ
を
：次
の
如
く
物
語C

V
で
，

Q

る
o
r
美
し
い
風
景
、；
そ
/
u

kは
美
し
い
穀
物
の
賞
々
が
あ 

る
k

は
あ
る
が
豐
か
で
な
.s
o
本

；當

な

ら

小

黎

の

あ

る

べ

さ

所

；！

^
貧
し
げ
な
ラ
ネ
麥
や
翁
じ
げ
女
腕
互
大
S

の
畑
が 

あ
々
"

ぐ
：出
，來
の
恶S

 

楽
の
畑
が
あ
る
.。
非
情
の
自
然
：の
面
.

K
7
P

マ

を

れ

を

：耕

た

男

や

女

に

見

る

ビ

同

樣
 

K

い
や
く
な
が
ら
生
生
立
ウ
：て
行
か
う
ビ
す
る
や
う
k
:
見

え

る，一
般

的

；倾

拘

が

あ

る

-
—

思

ひ

かa

て

枯

ほ

て

了
 

ひ

たh

ど

云

ふ

元

氣

の

な

S

倾

向

が.見

え

る」 o
ia
、

肥

料

を

少

レ

も

や

一

ら

ぬ

土

地

、

や

-

CN

得
な
.い
土
地
は
見
る
間
に
- 

益
々
賺
せ
て
行
ゥ
た
。
児
作
は
相
繼
.い
で
起
ら
な
。

か
 

>
 

る
時
k

經

營

を

績

け

て

行

ふ

事

は

：多

ズ

の

農

民

；

ビ

り
て
；不
可
能#

や

を

：ウ
ね
：

ザ
.：

彼

等

ば

氣

を

f
f
l舍

は

見

る

間k
寂

れ

て

行

ウ

た
0 

®

k 

r

七

五
o
年

ヶ

ネI

ぱ

跳
♦
しV

T；

る

土

越

：めW
分

の1

の
膝 

る
事
を
、
又
、

!

七
A

九
年
に
は
、
ヤ
ン
グ
が
耕
地
の
三
分
の

r
(

九
百
寓
へ
ク
タI

以
上)
が
荒
廣
し
て
ぬ
る’
，

U

言 

明
し
て
ね
る
。
且
、
農S
の

數

の

減

少

は

、

彼

等

に

對

す

る

，
桃

額

め

劍

當

の

梢

加

を

伴

ウ

た

：
。

か

ぅ

し
て
、
多

く

の 

農

圃
か
ら
全

人

ロ

が

加

速

度

を

以

ジ

て

次

.敏

に

逃

走

し

去

る

ふ
脅

威

を

生

じ

ね
.
の
は
毫
も
條
む
に
足
ら
ね
結
果 

で

あ
ウ
た

。

然

ら

ぱこ
れ
ら
腐

迫

し

た

處

i
g
j

は

何

處

へ

行

ウ

た

か

？

五
、
農
民
と
ル
ン
ぺA

プ

a
レ

タ

リ

ア

ー

ト 

館
泣
し
た
藤
民
に
は

1
1
C
V

の
道
が
殘
さ
れ
て
居
り
た
。

I

ウ
は
賞
艱
勞
働
者
ご
し
て
都
市
へ
流
人
す
る
事
、
及 

朦
k
參
加
す
る
事
、
他
ぱ
乞
食
，

I

ウ
て
、
又
强
盜
な
り
て
、
故

郷

の

ほ

ざ

々

都

市

k

さ
ま
よ
ひ
步
る
く
事 

で
あ
る
。
 

,

前
者
は
後
者
よ
々
も
海
か
.に®

會
的
優
位
を
ホ
む
ぺ
さ
纖
で
は
あ
る
が
、
赏
際
W
週
ど
し
て
ほ
、
ぽ
n

の
臂
も
、

彼

等

にV

ウ
て
は
大
差
な
い
も
の
で
あ
り
た
ら
ぅ
。
此
等

e

分
子
が
、

‘

我
々
I

I

J

タ
リ
ァ
！
ト：或は

)

シ

ぺ
ン
プ
ロ.レ

ク

リ

ァ|

>

の

語

を

以

ウ

て

總

.括

す

る一

大

集

挑

の

：構

成
k

賈

敝

す

る

所

は

：明

か

k

大
な
る
も
：の
で
あ-

C
V

た
ソ
そ
し
て
、
凝

ま

し

てt

v

が
、
結
合
は
し
てt

こ
の
雜
多
な
要
紫
の
澳
独
が

r

平
段
的

反

對
f

し

て
、

プ
ル
ジ
ョ
ァ
的
反
對
黨W

斷
立

し

て

、
貴

族特
*
階
鼓
ベ
の
有
意
識
的
成
は
無
意
織
的
階
：徽
感
を
蔣
成
じ
た
t
v
 

も
又
明
*

0
1

で
あ
る
。

‘
但

し

力

く

の

か

さ

：過
稍
じ
よ
る
ル
ン
ぺ
ン
プ
ロ
レ
タ
ジ
ァ

I

ト
の
發
生
は
ハ
た

V
、

.十

八

世

紀

末

の

.
ス

ラ

ン

ス 

じ
於
て
見
る
事
の
出
來
る
唯
一
の
現
象
で
は
な
い
。

チ
ン
グ

ダ
ス
の
.云

ふ

如

く

「

ダ
：
ン
，
ベ

V

プ&

レ
タ‘ジ

.
ァI
ト

ぱ

、

热
ニ
十
二

一

翁

(
一

八

I

九〕
！

セ
A

九
年
.
の
ク
ラ
ン
ス
に
於
け
る
農
民
激
极

 

饼

ナ

ニ&S 

v
i
l
l



银
ホ
：
ニ
號

.

八
1?̂

■I

族
#
完
成
せ
る
態
#
を
以
て
始
んW

す
べ
て
の
凝
来
の
社
會

段

條に
現
れ
た
所
の
制
叙
お

ぉ
t
v
を
通
例
ざ
す
I
 

も

め

；
で
ぁ
る
d

s

o

エ
ン
.グ

ゲ

ス
の「

ド

ィ

ッ

.農

民
厲

银」

の
.

I

匈
は
、
十
六
世
紀
紀
则
半
の
ド
ィ
タ
れ
も偶

一

の
現 

象S
V

現
れ
て： Q
る
事
を
0

々

じ
示
し

て

ぬる
。
日く

r

.
一
 

定

の
生
計

の
道
：成
は
：さ

ま
.り
た
住

所
0

なS

人

民

大

衆

は

.
、 

如
何
な
る
生
計
の
道
も
如
一
有
タ
る
生
：活
分
野
も
す
ベ
て
無
數
め
桃
利
k

よCV
:

て
歯
#

さ
れ
：：て
居
お
f
t愈

於

け
る
封
- 

灘

の

沒

涨

に

よ

り

て

.、
常
#
、\

甚
だ
し
く
®
大
し
た
の
で
あ
る
。
す

べ

て

の

齋

展

ろ
®

々
於
い
t

、
ホ

六t
 

紀
の
前
半
科
坪
浪
者
の
數
が
多
か
ジ
セ
た
め

し

はな

い

。
是
等
の
傑
浪
者
の
一
;部
は
戰
爭
；1
5̂な

ぶW

康
險
に
參
加
し
、
 

I

部

は

舍

中

を

乞

<|2

{し
.て
廻
々
、
他
の1

部
は
.都

市

，
^
.
於

i

て

日

傭

勞

働

灰

び

未
だ

！！
：

業

組

合

組

織

の

出

來

て

め
 

な
，

S

仕

よ

ウ

V

■糊E
I

を
ずk

j
ムV
ぬ
た
の
で
あ
つ
た
。」

工：
ン
グ
ボ
ス
は
記
：仏
てa

る
。S
I
.

C 

借v
^、

常
時
外
國
へ
够
住
す
るV

J

云
ふ
事
は
、
ま
さ
に
：、
農
民
に
.

W
C
V
て

®
:

んV

不
可
能
の
事
で
あ
り
た
。

e

z 

で
、
彼t

は
日
傭
貧
努
働
栽
ど
じ
て
都
市
へ
押
寄
せ
た
：の
で
あ
る
が
ヤ
彼
得
は
：

で
：も
燕
び
封
能
的
制
限
を
發
越 

し
た
0 ..V

れ.：̂

ッ
ン
ス
ト
の
獨
で
あ
ウ
た
。

の
制
限
が
、
旧
舍
人
民
の
都
市
k
於
.け

る

出

世

マ

離

み

、
，
生

®

一
ド 

纖
し
て
す
ら
、
大
な
る
障
幾
を
派
成
V

て
居
り
た
こ
ざ
サ
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
'等
は
#

びM

の
腐
拙
か 

ら
逃
避
せ
ん
た
め
此
較
的
0
由
な
巴
里
.の
城
外
市
k
溢
れ
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
ゥ
ね
。
こ
の
結
果
、
彼
等
は
、
サ
ン 

キ
ユ
""

ト
主
義
に
向
つ
て
そ
t

で
成
熟
し
て
行
ウ
た
大
衆
の
膨
大
；
翁
し
て
多
大
め
都
與
を
な
し
た
の
で
あ
る
シ 

か
ぐ
し
て
都
ポ
k
:
於
け
.，る
遮
®

の
•ヌ
"

レ
ク
タ

ャ
化
は
®

々
確
：立
し
た
の
で
あ
る
、
都
市
k
於
け
る
階
級
P
爭
k
於 

、
重
大
な
役
劍
を
演
じ
た
の
は
こ
の
部
分
ヤ
あCV

た
。

#

め1

部

派

勝
R
服
役
し
お
。
舰
潜
が
ボ
膝
に
孤
し
た
乂
か
ぐ
部
は
、
然
も
ハ

^
彼
：等
が
特
機
者
め
關
心
‘事

纖

• 

• 

■ 

.
.
.
.
.

 
.
5
.
 

.
 

-I 

:
、
 

.
 
.
 

-
 

•
 
r
 
.

し
て
感
激

I

し
て
居

C
V

た
か
ら
生
じ

I

で
は
な
か

C
V

た
。
彼
等

i

s

暮

银

紫

I

:

で
.

は
？

 

V

衣
食
ぼ 

た
め
に
こ
の
地
位
を

f

し
た
の
じ
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

0
,

階
S

S

へ
ば
、
常
時
の

I

な
る
も
の
は
、

S

彼
等
の

I

ぁ
る
S

は
S

な
ら
な
か
た

◊ 

i
i：

ん
ざ 

な
れ
ば
、
人
々
が
常

i

而
し
て
居
ウ
た
不
安

i

s

£

s

て
V

暴
は

お
： ,
.

r

I

V

I

M

J

れ
.て

I

の
英
士
は
、
§

蹄
に
ょ
り
て
富
者
の
尊
敬
を
S

し
、
人
？

間
'S

S

吹
i

l

で
ぁ
る
a.
赏
咏 

の
人
々
は
、
i

の
衛
の
出
頸
が
如
何
i

し
s

f

も
、
い
£

早
く
平
足
す
る
か
を
常
I

f

摩

：ミ
の 

で

ぁ

る

然

し

や

か

て

こ

み

靈

ガ

を

有

す

る

勢

力

も

社

會

の

情

勢

の

腿
倒
さ
れ
て
行
ジ

た

り

で

1

。 

榮
を
維
持
す
る
十
五
萬
人
の
氣
S

、：

何

時

し

：か

、
I

:
服
I

n
 

t.
ハi

人
i

f

.

同
I

な

り
1

媒
 

弊

や
K
臂

離

反

及

并

他.

一 .

切

め

國

民

をS

ず

る
.要

素

は

、

同

時
k
、
暴

め

精

神

雾

裝

も

略

®
.
し
ろ
.
2

の
で
あ
る

。

‘ 

.

.

.

.

全

嘆

じ

て

「

i

か
く
f

 

i

、

f

 

I

食
f

へ、
 

g
し
之
^

從
屬
的

な

ら

し

む

.
る

こ

S

彼
？

し
て
下
I

I

外
の
人

々
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a
る
。
.； -
?
;

嚴

篇
W

の

ズ

：.̂

 

一；

0 

し
に
彼
難
め： 1

.

康

暴

據

韻

は

：
.

』

；
ポ 

c
i

シna
p

ギ

y
i
l
c
e
s

 

e
tぎ

：
-i
a
,

云
：
ふ
レ
服
を
有
：レ
ギ
ゐ
リ
る
：

5

v(

s

£

 

v

.

- 
' 

:
 

: 

- 
, 

, 

.
/

:

こ
：の
：i

f

喪
®

I

、
勿
論
、；
：木
作
でt

:
ま
が
、デ

前

述

ま

如

ち

I

 
■

る
。
.
.
.
.
.
A 

.
-
.
^
.
.
.
.
.
^
.
^
^
.
M
.
_
,
^
.
.
.
.
^
^
.
-
.

-リ纖由取タの藥がそ

#

で
.あ
ま
各
激
方
货
め
穀
物
取
引
©
:
:傭

碍
ぃ
：
得

ね

廢

風

；：

^
播

：-'れ̂

な

か

り

：
；な

特

別

： 

の

許

呵

ホ

く

 

4

V

•地

ガ

：
か
/
^他̂

地.方

み.穀
#

を

養

来

る

專
S
禁̂

蛋

、
，
豐
作
ー

1

激

，̂も

：
本

作^^

ま

S

傳

O

S
一
丸
レ

 

一
；★•
5
^
5ン
み.
M

s
ま

激

激

凝.

：

：

裏

n
®

 

0



嚴
ニ
：
十

！

il

银

へ1

八M
C

D
V

1

ホ
ス̂

^
の̂.フ
，
；\
タ
に
翁
け
ぷ
；與2^階̂
；躲
 

♦

ト
ニ
棘

入
を
妨
げ
、b

然

的

不

作

め

上

、
に

人

爲

的

激

推

艘

ゅ

騰

*

ど
^

民
め
資
料
其
物
ネ
、
廣
大
な
る
範
圓
に
耳
々
厕
民

，
摊̂
⑩
ポ

有

；
^

一
る
举
欺
め

y
；;

⑥
あ
る
穀
物投
機

め

纖

象 

黎

な

：
0

て
居
つ
た
。
そ
し
て"
そ

は

反
> 
ィ
ジ
オ
ク
ラ
で
ト
的湯

，
^

;

支
持
ず
§
ネ
ッ
ケH

ル
の
®

想
：̂

预 

ウ

て

：太

い

：
に

力

あ
：：

で

ヤ

ン

グ^§
成
.ま
§

の
有
識
者
ぷ
英
め.風
2
!
1
,
^
:

ウ
；い
％
:賺
論
：4
す̂
？

セ
&

.
る
。「

若

；
ム、
ネ

ッ
グ； .

*

ル
：
氏

が

穀

物

§
2
;̂

を

自

まis：;

し

お

：な

ら
ぱ

"
一
眞
賞
め
缺
ま
一
ぐ

云
：ふ
も

の
は

な

か

つ

た

で 

あ

ら

ぅ

メ

而

も

P
#

ゆ
ま
法
に
關
す
る
彼
め
著
述
の.單
；な
ま
®

:

释
：

ぎ露
：，

救

：ゆ
制
限
命
は
、
他
の
す
く

V

の
原 

因

をI

共

た

し

た

よ<
^

A

價
格
を
腊
貴
さ.サ
R

よ
.
C
^双

上

作

用

：し

たを

(
a

六
：S
O

:

.

:

.

然r
o

k

1

當

時

の

ス

ラ

：ツ
.ス

農is
j;、

ル

灘

智

は

不

作

ご

：
云

ふ

：：か

：：
タ

？

:̂絕

好

め

好

；雕

す
^
充̂
充
；£
利̂
用
す
る
k
.
足
ら
な
：
 

タ
ウ
ず
：
T
.

作
め
た
め
じ
風
.、I

授
*
引
起
さ
れ
た
が
、.
そ
め
た
あ
；̂
生
ボ
る
.穀
物
の
慎
格
騰
#

ビ

い

ふ

事

は

、

.第 

三

階

級

の

活

動

じ

ぜ

ガ

都

合

：の

い

，

^
;
7
^
の

？
：
^あ
-
<̂な

が
&
、.
缴

ニ

モ

階

級

の

働

暴

な

；
る

ま

.，<.纖
ド
理
解
さ
れ
て
：ゐ
タ
か 

.ウ
た
ら
し
い
。

ャX

グ
は
こ
：の
事
^

ウ

い

て

次

の

如

；く

述

：
べ

，

^
る̂

。-「

民

：象

め

就

暴

ぶ

：る

友

人

達

は

V
彼
等
め
見
解 

を

义

k
ザ
け
人
民
め
洪
通
な
感
情
に
訴
へ
る
事
を
よ
：

CN

以
上
窓
凝
じ
し
、
且
廣
粮
が
低
シ
場
合
よ
<
^
彼

等

の

：
目 

的is
：

ず

つ

都

合

よ

い

穀

物

の

價

格

の

高

價

ざ

い

ふ

で

を

よ

ち

こ

ば

な

い

の

が

明

白

に

分

る
#

で
あ
る」

を

.

.

. 

.

.

.

.
-
- 

.

V

.

厂

ゾ

：
一
：
ン

バ
.
.
.
-
.
,
一
.ン

\
:

パ
.
.
.
.
.
.
.
.
：
.
.
.
.
/ 

.

.

.

.

-

從

ウ

て

こ

れ

ら

の

j

校
は
な
べ
て
何
等
許
肅
的
絲

一

酌
の
も
の
で
は
あ<
得̂
な
か
.
.ジ
た
。
そ
れ
は
通
常
容
易：R 

鎭
t

れ
て
5

た
。
そ
れ
は
、
廣
民
等
が5

:

l

iん
ナ
f

慎
怒
が
.
児
變
k

i
つ
.て

！
時
S

A

的
内 

韻

か

：ふ

公

然

の

e

f
へ

挺

化

し

た
k

す

ぎ

な

い
.の

で

あ

参
ぐ

：
：
，‘：

.；
：
;
：

然

、
若

し̂
>
れ

に

级

定

的

な

統

：： 1

胜
：

A
d

與
ヘ
たな

： .

ら

ぱ
V

形

身

は

圣

る̂
^

ホ
#

ゆ
き
現
性
：
ホ
眼
で 

あ
る
S

ふ
所
ま
i

行
しS

C
N

た
事
は
勿
論
で
あ
る
。
成
は
、
摩
ろ
、

r
e
v

の

が

描

I

立
場
に
あ
る 

首
都
に
於
い
て
起.
々
さ
，へ
す
れ
ぱ
ょ

S

ミ
云
ふ
所
ま
で
す
べ
：て
の
傘

I
P

が
，厢

歡

さ

居

：ジ

た

さ

ゥな
方

が

適
®
 

で
あ
る
か
も
し
れ
な，
s

o
 

. 

,

傅
時
各
地
方
は
、
す
べ
て
：何

事

益

い

て

も

：、
有
意
的
画
意
職
：

g

に
.
> ま
指
戴g

®

愛

首

微

か

ら

受

取

タ

め

を
 

俟
ゥ
セsg

‘つ
な
の
で
あ
る
。
何
故Jis

:、

農
民
ほ
彼
等
の
利
播
を
：見
解W

を
代
表
し
て
®
立
；に
#9

成
就
k
努
ガ
じ
な 

か
ウ：

た
か
？
'

こ
れI

は
：

ip
:

人

も

二

應

朱

；審

を

抱

.v
-

の

で

あ

ら

ぅ

が

：、

)

理

播

は

外1
^
後

；な

：か
力
、

.前

述

：
*:̂
た
#v

-
>
,

中 

資
集
權
の
.厳
展
が
其
激
由
の
.
.

一

で
ハn

ぱ
彼
等
の
精s

:
i

纖

營

ぐ

®

灰
有
®
:

象
か
.
^
嫌
辦
さ
れ
セ
風
；f

,が

ら
.
で
，あ
.
.る
'

V
.

 

.

. 

.
-
-
.
^
,
.
^
_
.
v
.
.
-
 ̂

.

. 

■ 

v
.
.
. 

-
-
.
 ̂

.

.

ぃ.
.
.
.
.
.

ナ
ン
ト
の
劇
場

 

そ

.ミ 

督

て

眼

の

膝

む

：の

を

覺

.え

：さ
：せ

も

れ

た

.

ャ
ン
グ
：は
、.道
：敝

め

激

由じ
：：

て
>
 

思
：は
すr

神
R

向
つ

「

：

：
す
べ‘
て
t

の
ス
ラ
ン;r

v

の
都
市
の
富
ぶ
：

#
?
麗

が

、

旧

香

ど

じ

；
；

S

ぐ
.
無

關

係

：

®

あ

る

：
を

：
は

械

お

る

.

奇
廣

ぞ

」

.

(

i

p

 

.
.

 

,

' 

V 

.
.
.

 

.

.

.
,
,

:

:

-
-
.
.
.
. 

...
.
.

地
力
がB

l
:

里
の
風
®

の
動
く
に
り
れy

j
S

い
て
賴
つ
た.
：

ふ
：事
；

I
S
Ĵ
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